様式２号
功　績　調　書
	 氏名又は団体名（代表者名）
	　

	 現住所又は所在地
	　

	 生年月日又は設立年月日
	

	  　功　　績　　概　　要
	　※職(役員)等就任期間を必ずお書きください。

	　
　


	 　備　　考
	

	　


記入例
様式２号
功　績　調　書
	 氏名又は団体名（代表者名）
	千　葉　　太　郎

	 現住所又は所在地
	千葉市中央区千葉港１－１

	 生年月日又は設立年月日
	　昭和３１年３月３日　生（設立）

	  　功　　績　　概　　要
	　※職(役員)等就任期間を必ずお書きください。

	　日本ボーイスカウト千葉第△△団の設立に深く関わり、団として組織を成長させた。
また、指導者として、隊をまとめる団の総括責任者として幅広く活動にかかわり、青少年の健全育成に大きく寄与・貢献した。
平成１５年１１月～平成１６年　６月　　日本ボーイスカウト千葉第△△団　団委員長
平成１６年　７月～平成１７年　９月　　同団　カブ隊長
平成１７年１０月～平成１９年　３月　　同団　副団委員長
平成１９年　４月～平成２１年　３月　　同団　団委員長
平成２１年　４月～現在　　　　　　　　同団　ビーバー隊副長・団委員兼務


	＜年数について＞
推薦時点で１０年の年数を満たしているか、ご確認ください。
（ＰＴＡ、市青協は５年）　

	 　備　　考
	

	


社会教育功労者候補者選考基準
１　目的
この基準は社会教育功労者顕彰候補者を選考するために必要な事項を定めるものである。
２　選考基準
本市社会教育の発展に尽力した個人、団体で下記事項に該当するもの。また、受賞を契機に今後一層の活躍を期待できるもの。
（１）一般部門　社会教育に永年功績があった個人、団体。
○個人　団体等の指導者として、永年功績が顕著で、すぐれた社会教育活動に値するもの。
○団体　社会教育関係団体として自主的で、永年健全な運営により、すぐれた社会教育活動に値するもの。
※年数基準　社会教育に携わった年数が１０年以上の個人及び団体。
（但し、個人に関する市ＰＴＡ連絡協議会・市青年協議会に限っては５年以上とする。）
①団体連合組織化の個人、団体
例　・千葉市子ども会育成連絡会
・ボーイスカウト日本連盟千葉県連盟千葉地区
・ガールスカウト日本連盟千葉県支部千葉地区協議会
・日本海洋少年団千葉市連盟　　　　・千葉市青年協議会
・千葉市地域婦人団体連絡協議会　　・千葉市女性グループ連絡会
・千葉市ボランティアグループ連絡会
・千葉市ＰＴＡ連絡協議会　　　　　・千葉市文化連盟
・千葉市少年スポーツ連盟　　　　　・千葉市スポーツ少年団
②審議会等の構成委員
例　・千葉市公民館運営審議会及び公民館運営懇談会
・千葉市青少年センター運営審議会　　・千葉市図書館協議会
・千葉市文化財保護審議会　　　　　　・千葉市博物館協議会
③社会教育で得た成果をふまえ、地域連帯の輪を広げる努力や、ボランティア活動に活かしている学習グループ等の個人、団体
例　・公民館のクラブ・サークル等で学んだ成果を活かし、継続的に社会福祉施設等でボランティアとして実践し、その実績が客観的に認められている。
・公民館、図書館活動等でリーダーとして優れた指導性を発揮し、地域活動やボランティア活動に積極的に取り組み、他の模範となっている。
（２）特別部門　　個人、団体を問わず、また一般部門の年数基準にかかわらず社会教育活動に卓越した業績を有するもの。また、生涯学習、ボランティアの基本理念を有し、特に市民の社会教育活動に波及的効果をもたらすもの。
３　選考除外基準
（１）既表彰者は、原則として除外する。
（２）その責に帰すべき行為で、著しく名誉を失ったと認められたとき。
（３）特定の政治的意図を持った活動や、営利的・宗教的活動。
特別部門についての解説
１　特別部門の受賞対象となる条件
（１）社会教育で得た成果をふまえ、地域連帯の輪を広げる努力をしている。
（２）社会教育で得た成果をふまえ、ボランティア活動に活かしている。
例　・公民館の料理、和裁等の講座で学んだ成果を継続的に老人ホームのボランティアに活用し、自己の充実に努めている。
・公民館、図書館活動等でリーダー（グループ）として、指導的立場で地域活動の模範的な成果がみられ、連帯の輪を拡大している。
（３）団体活動として、会員の学習や地域活動に積極的にとりくんでいる団体で、一時的でなく継続性をもち、今後の活動が期待される。
２　特別部門の受賞対象にはならない条件（個人・団体）
（１）学習活動の成果は認められるが、排他的、閉鎖的で他との協調性に乏しい。
（２）特定の政治的意図を持った活動や、営利的・宗教的活動。
（３）専制的で民主的運営がされていない。
（４）自主性に乏しく、受け身の存在である。
（５）社会教育、文化活動の希薄な活動内容。
（６）他に公序良俗に反する行為があった場合。
